
出

一

自

殺

、

詩

廿

品

交

問

山

ラ

ジ

オ

茶

の

閉

山

の

時

間

閣

に

、

な

つ

メ

ロ

愛

附

川

嬬

会

由

情

動

h
A
h
u
が

山

山

間

四

十

五

分

間

に

わ

た

川
川
く
っ
げ
ん
同
会
宇
れ
た
ー

州

お

な

っ

メ

ロ

と

は

、

徳

川

〉

運

ρ
な
つ
か
じ
の

閉

山

メ

ロ

デ

ィ

ー

μ
白
絡

山

山

だ

が

、

と

の

グ

ル

i

m

ブ
の
創
立
者
で
A
F
長

側

酬

が

民

援

読

ん

。

昨

年

童
沼
、
翠
度
、
い
わ
き
・
街
道
喜
一
一
百
五
人
、
一
言
語
障
室
十
そ
れ
で
は
と
る
よ
っ
な
霊
蓄
を
民
セ
ン
子
、
見
好
毒
事
L
車
中
橋
争
設
け
て
い
き
ま
す
。
そ
愛
護
乗
れ
る
D
フ
ト
付
文
型
パ
ス
側
笥
八
月
露
出
山
岳
問
題

提
大
震
・
藷
点
府
・
霊
長
一
へ
そ
れ
に
心
臓
・
じ
ん
警
の
内
蓄
し
て
い
く
の
か
、
一
披
露
実
ス
で
露
言
わ
便
所
喜
一
一
34る
と
揮
一
一
一
点
目
と
し
て
は
、
公
共
施
設
骨
量
入
し
て
い
雲

7
。
さ
ら
に
-
身
酬
に
紹
介
さ
れ
た
お
聖
書
著
名
と

皐
・
静
岡
e

問
崎
・
四
回
一
ヤ
西
宮
@
部
陸
型
車
登
一
一
十
四
人
と
、
全
日
叫
で
千
九
々
の
と
理
解
を
額
一
つ
麓
昧
が
り
も
、
昭
同
時
に
、
に
れ
ら
公
共
施
設
U
出
入
口
顎
ア
車
イ
ス
を
昆
儒
レ
て
い
く
ζ
と
捧
障
害
場
福
殺
与
い
て
の
瞥
笈
啓
察
側
な
担
、
ζ
ん
Pめ
放
滋
と
な
っ
た
が
、
拘

置
・
和
歌
山
・
向
山
・
広
島
・
向
日
崎
百
七
八
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
和
問
十
九
年
度
円
警
と
っ
て
説
明
レ
を
ス
ロ
ー
プ
化
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た
で
、
軍
度
は
霊
前
、
市
民
セ
ン
丘
を
は
か
る
た
め
、
害
者
ハ
ジ
ド
ブ

y

M
陰
高
原
完
警
は
会
霞
白
葬
素

雲
市
と
と
も
に
、
国
か
ら
身
体
障
害
五
平
塚
市
内
に
詩
文
書
学
て
お
き
た
い
急
い
ま
す
。
体
育
者
震
重
量
器
、
パ
ス

1
、
芸
能
に
重
し
ま
す
。
名
作
成
、
ポ
一
言
ア
ィ
ア
患
の
青
山

p
口
語
ゃ
芸
者
言
、
う
れ
し
い
殺

者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
に
君
主
主
校
、
三
学
授
を
は
じ
め
、
じ
品
不
自
主
暗
号
ゾ
通
安
全
施
設
内
需
ケ
y
トポ
i
ル
、
謀
本
ァ
ト
等
-
バ
備
な
お
こ
の
ほ
か
只
塁
間
洋
書
成
、
手
指
諮
問
会
長
催
、
心
身
障
弔
問
削
鳴
ま
げ
て
い
る
と
い
う
包

J
の

警

は

喜

喜

の

た

め

刊

誌

訂

岳

山

抑

制

抗

野

詰

日

刊

誌

U
J
M
V迫
れ

れ

拾

い

古

紙

同

在

日

目

日

二

日

刊

誌

何

時

(

ど

の

婁

も

す

州

民

警

ん

伐

静

潟

県

出

三

…

閉
山
歳
白
時
国
扶
職
員
だ
っ
た
父
溺
と
一

の
霊
的
た
語
球
選
設
二
設
備
を
霊
セ
ン
3
iを
護
者
関
係
の
雪
十
一
一
要
道
路
に
も
車
イ
ヴ
ハ
の
利
用
者

?
3
;

与

'

a

p

m

m

在
平
静
移
住
、
い
ら
い
卒
…

ι

懇
号
、
身
体
障
害
議
選
祉
に
つ
い
撃
が
也
市
に
比
で
て
数
多
く
設
震
が
通
行
し
宇
い
よ
吉
、
豆
ハ
十
ヵ
所
す
閥
均
弘

L

Z

/

Z

¥

J

同
事
霞
一
寸
断
幻
を

dF
拘官

F

1鍾哲

F
J

山
山
年
に
な
る
。
現
在
は
横
警
の
神
山
一

2

て
の
一
般
住
民
の
曹
長
宍
ど
ち
さ
れ
て
い
ま
ず
。
た
が
っ
て
市
内
に
主
た
っ
て
輩
曹
撃
を
無
く
し
私
鷲
弘
朝
鮮
司

3
3
6
3

捌

奈

川

書

環

境

整

号

、

…

是

夫

ら
か
と
い
司
げ
合
宿
警
と
じ
と
も
D
が
除
、
集
か
ら
全
密
に
も
め
ず
と
い
て
い
く
こ
と
、
呂
田
不
自
由
な
人
の
謹

l

i

日

園

間

差

是

警

藩

の

生

活

圏

の

拡

大

を

友

人

用

震

棋

を

は

じ

均

蓄

量

案

内

在

す

る

た

め

の

点

宇

ブ

ロ

フ

ク

の

市

当

喜

事

諸

問

団

苦

海

酔

「

ご

持

母

む

玄

M
M

勤
続
二
十
八
年
。
襲
撃
の
向
…
動
率

絞
同
市
一
口

H
d持
諸
問
f
d
務
等

7i匂
内
U
M
V
受
〕
匂
山
上
右
目
尽
し
た
詰
よ
D
知
事
罰
彰
河
め

詰

許

諾

日

間

山

内

向

抑

制

刊

誌

日

目

U
M
U
諸
PMmmMMM時
間

監

事

F
B議ふ
翼

手

酬

を

受

け

言

語

一

言

…

麟

原

州
側
む
つ
霊
技
綿
織
属
円
で
あ
る
。
喝

F
J

空
ー
っ
と
す
る
の
が
邑
的
手
。
要
企
施
設
が
あ
孟
程
度
議
さ
れ
て
取
)
す
け
る
に
と
、
さ
ち
に
ド
危
険
訪
身
体
障
得
者
心
一
施
設
議
事
業
は
、
敏
治
世
帯
が
あ
っ
て
、
差
障
持
者
手
し
か
し
墨
望
者
の
た
め
自
宅

2
i

愛

法

誌
の
身
童
話
実
態
に
つ
い
い
す
L
P
3

ふ

引

率

憲

章

治

F
富一一
E
3
苓
害
復
民
主
開
ま
融
緩

J
C
察
要
量
詰
た
誌
へ
緩
め
場
環
境
霊
草
を
語
じ
で
い
ふ
納
豆
人
禁
の
末
っ
子
に
ヰ
玄
れ
ョ
忽
一

語
、
九
月
一
同
か
ら
言
に
J
レ
く
言
の
指
令
乙
の
よ
う
な
、

ζ

り
一
や
滑
り
止
め
工
事
か
一
官
、
;
川
方
所
立
さ
れ
る
も
の
で
す
だ
品
訴
を
援
す
る
と
と
も
只

j
者
室
い
っ
て
も
、
事
か
し
い
問
票
雪
附
ぷ
、
警
高
姉
た
ち
の
一
感
化
…

ν

出
で
パ
仏
学
生
の
出
か
ら
流
汗
敢
に
輔
一

調
車
ず
る
予
定
で
い
ま
す
が
、
四
月
一
れ
ま
で
の
実
識
が
認
め
ら
れ
た
も
む
と
の
輩
轄
に
出
子
り
か
量
ず
る
こ
と
に
来
年
四
月
間
援
を
目
指
し
て
現
在
建
種
相
談
に
応
じ
、
さ
ら
に
は
L
品
不
自
ま
す
。
そ
れ
位
陣
容
の
種
類
に
よ
っ
て

H山
山
せ
ら
れ
、
戦
前
山
一
平
曜
に
…
軒
レ
か
一

日
部
在
で
福
祉
事
お
訴
が
は
援
し
て
い
患
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
乙
の
指
定
ク
機
な
ど
、
身
体
障
害
者
の
方
々
が
街
に
出
設
中
の
総
合
福
祉
セ
Y
3
1の
完
成
が
由
児
の
機
桔
回
提
制
続
も
行
え
る
よ
古
利
害
が
反
す
る
場
自
が
あ
る
ム
侵
)
、
、
組
-

hvm
な
f
っ
た
レ
コ
ー
ド
堅
治
容
し
:

る
障
害
者
数
は
、
苧
忌
巴
不
自
由
な
入
金
に
今
後
と
も
身
倭
障
害
者
が
安
心
し
や
す
い
よ
っ
仁
笠
碕
じ
ま
す
。
式
き
く
一
期
待
さ
れ
て
い
寺
プ
。
仁
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
録
的
に
は
、
か
γ
長
信
し
た
と
し
て
も
、
一
般
の
鍵
時的

制
て
、
当
時
の
信
州
仔
歌
hr」長期即時d
璃
、
小
造

千
一
平
日
四
十
六
人
、
る
つ
あ
者
一
自
主
e

て
行
動
で
さ
や
生
絹
環
境
の
繋
一
備
を
は
犯
に
会
議
授
の
叩
宮
崎
設
備
の
警
官

ζ
の
セ
ン
h
M
1
内
に
は
、
身
障
判
定
身
慎
一
陣
樗
者
一
が
自
立
芦
庄
で
き
る
よ
コ
常
事
と
全
く
同
じ
ぷ
フ
な
行
動
ム
担
割

i仰
い
は
す
べ
て
レ
コ
ー
ド
に
な
さ
む

εい

六
人
、
務
違
憲
寄
手
五
人
、
視
か
つ
て
ゆ
く
喜
子
。
で
寸
糸
、
市
役
所
庁
舎
を
け
色
均
市
葵
機
能
図
書
塁
相
談
実
灘
署
襲
警
設
け
、
簡
単
な
作
業
に
が
で
き
よ
い
と
す
る
ζ
と
は
不
可
能
封川

山
う
熟
む
入
れ
方
詑
っ
た
。
二
十
歳
の
轡
兵

よ
る
授
話
事
業
と
か
内
職
あ
っ
せ
ん
、
な
点
で
す
。
一
つ
の
例
と
じ
て
努
喝
の

i加
害
召
警
品
、
憲
議
空
襲
、
滋

生
業
指
曜
も
行
7

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
切
り
下
げ
を
と
っ
て
ず
み
で
も
、
車
イ
ス
立削

削
軍
兵
長
と
な
っ
玄
鑓
湾
、
平
塚
海
軍
火
議

亡

ま

す

。

の

利

用

語

以

会

執

筆

白

な

い

も

雲

山

叫

し

さ

に

波

警

走

。

ヱ

霊

潤

む

た

め

ゲ
一
万
福
祉
セ
ン
干
の
建
物
一
日
一
一
一
一
層
建
干
に
じ
ま
す
が
、
目
的
不
自
由
な
人
附
由
民
自
に
出
事
史
自
宅
壮
空
認
で
金
暁
、
六

合
建
毛
す
が
、
道
路
か
ら
玄
撃
で
は
に
対
し
で
は
、
こ
れ
で
は
車
道
と
霊
山
山
切
な
さ

I
E毒
症
な
っ
た
。

九
も
す
べ
て
ス
ロ
ー
プ
句
史
建
物
内
部
室
加
が
つ
か
ず
習
な
い
う
ち
に
車
問
一
一
十
一
年
雲
市
に
豪
す
る
と
、
湾

首

蜘

の

段

苦

手

し

τす
ま
す
。
ま
た
害
出
で
1
言
、
か
え
っ
玉
露
と
附
ぴ
な
つ
ぎ
に
打
ち
こ
み
独
義
し
ん
で

な

液

ヱ

レ

ベ

ム

1
詰
イ
ス
古
の
不
自
若
手
。
し
た
が
っ
て
霊
設
備
的
問

ん
制
的
な
人
が
利
用
し
ヤ
ず
い

4
つ
に
、
赤
世
話
で
一
捕
え
必
い
点
に
つ
い
て
は
、
み
制
。

み

m
N門
組
窓
担
っ
た
同
動
ド
ア
と
か
停
止
時
ん
な
で
…
助
け
合
っ
て
障
害
者
炉
気
楽
附

私
桝
に
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
っ
亡
笥
で
そ
の
聖
提
起
か

Zれ
る
よ
っ
一
に
す
る
必
附

人
消
が
わ
か
る
よ
百
工
夫
さ
を
い
ま
す
。
喪
主
b
ま

す

。

山

川

巴
な
出

ζ

れ
ま
で
の
一
般
の
建
物
は
、
警
護
者
は
身
譲
事
が
こ
ま
っ
て
州i

 

白
服
審
議
器
産
履
か
先
行
し
て
高
層
い
た
金
患
い
や
り
の
こ
も
っ
た
李
香
川

不

7

化
、
熊
議
航
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

ζ

し
の
べ
、
身
障
者
の
方
々
は
、
府
臨
時
間
者
側

の
吋
れ
か
ら
の
公
共
的
建
議
物
は
、
亨
b
に
の
費
は
親
切
と
し
て
す
な

F
4
5
M

g
持
身
体
障
害
君
議
室
配
慮
し
た
?
と
め
、
霊

5撃
し
と
け
あ
っ
て
附

私
版
章
一
し
注
げ
れ
ば
な
ら
な
い
急
注
調
和
白
と
れ
た
住
ま
い
き
〈
り
に
附

入

の

7
0
fあ
場
合
、
総
合
福
祉
ゼ
ン
占
l

効
ん
で
い
〈
必
要
が
品
D
ま
し
ょ
う
。
仰

の
績
が
た
互
に
身
障
者
自
身
白
更
を
一
役
産
障
害
者
福
祉
モ
デ
ル
都
市
嘉

M
M

コ
機
立
ワ
だ
け
で
な
く
一
般
建
物
の
模
範
需
単
語
謀
議
室
警
と
左
側

泰
樹
と
な
っ
て
今
後
の
蓄
に
役
立
で
ば
、
ま
ら
ず
、
護
者
と
健
常
繁
華
の
附

ど
ょ
ん
な
に
有
一
理
事
踊
な
ζ

と
は
な
い
で
し
か
け
供

Z
な
れ
ば
、
殺
議
山
狭
湾
炉
開

ょ
う
J

E

慰

安

昔

@

総

〈事汚



躍
防
火
地
域
ゐ
…
指
定
案

が
作
成
さ
お
品
、
?
に
な
っ
た
。
縦
覧
期
踊
問

中
に
利
轡
関
偶
者
主
り
提
出
苔
れ
た
滋
見
替
は
、
市
内
総

で
協
毅
レ
、
壊
と
市
で
一
謁
援
じ
て
か
ら
、
平
塚
市
都
市
計

開
審
議
由
に
か
け
審
議
し
、
同
情
都
境
計
覇
地
方
審
議
会
モ

最
終
的
に
処
寝
苦
れ
る
e

指
翠
索
に
つ
い
て
、
市
都
市
計
歯
審
議
会
お
よ
押
県
都

市
計
陣
地
方
響
議
長
に
お
い
γ
異
議
町
三
符
申
告
れ
れ

ば
、
今
時
中
に
決
定
ぎ
れ
、
指
定
客
L
ち
と
う
い
た
を
唱

裁
制
刊
の
効
力
か
融
制
生
者
れ
ωmwo

都
市
白
計
常
的
た
紡
災
に
ま
わ
J

、
台
互
い
の
簡
践
を
守

る
た
め
、
ゑ
さ
ん
白
協
力
玄
患
い
草
70

令
部
市
間
同
議
開
発
議
惰
書
越
地
域
の
決
在
告
な
い
防
何
一
地
域
長
防
火
副
地
域
的
再
検
討
を
急
い
で
:
守

?
い
た
が
、

ζ
白
ほ
品
裏
が
で
ま
が
っ
た
と
の
指
定
案
話
事
る
と
、
と
由
地
域
ば
態
語
限
が
ご
〈
〉

?
か
わ
る
の
官
、
前
夜
内
容
#
と
こ
に
紹
afu
ま

う

。

心

霊

K霊
長
室
長
市
街
の
中
誉
な
る
中
心
宮
、
防
火
地
域

P
な
ど
の
構
造
官
防
火
護
者
有
す
る

地
の
建
撰
制
殴
を
行
な
い
、
火
災
を
宋
に
指
定
し
て
弱
火
建
築
物
の
連
両
割
安
促
も
の
。

然
に
紡
ぐ
た
め
、
現
缶
、
市
の
中
心
部
進
ず
る
。
ま
た
、
中
心
部
と
郊
外
的
佳
門
不
離
轄
料
は
は
〕

は
防
火
地
或
レ
L

車
防
火
地
域
xu指
定
が
宅
地
等
の
中
開
閣
の
地
区
代
準
防
火
地
域
コ
ジ
タ

p
iト
、
れ
ん
が
、
か
わ
ら

さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
ζ
の
指
に
指
定
し
て
、
を
き
墨
だ
け
木
燃
料
U

お
錦
、
ス
レ
ー
ト
、
鉄
謡
、
ガ
一
フ
ス
、

定
が
心
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
一
一
平
一
一
翠
一
一
一
木
造
の
建
築
物
も
時
間
火
構
造
と
す
る
。
モ
ル
占
ん
、
し
つ
〈
い
そ
の
部
乙
れ
ら

月
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
家
屋
の
増
加
な
お
、
防
火
地
域
、
理
訪
火
地
域
的
仁
績
ず
お
建
築
材
棋
で
不
燃
佐
世
有
ず

にし
ι
も
な
い
地
域
の
状
況
が
一
勤
客
U

な
指
定
ま
た
ば
変
吏
は
、
市
が
県
知
事
の
る
も
の
。
溜
常
由
一
火
災
時
の
加
熱
に
よ

が
b
-
妨
火
地
域
の
拡
大
を
し
て
混
在
承
認
を
時
台
り
て
か
ら
待
う
。
っ
て
燃
え
な
い
も
の
で
、
変
形
し
た
D

に

至

っ

て

い

る

。

防

火

婚

域

内

も

護

路

駒

内

解

し

た

担

、

有

密

白

煙

平

庁

ス

キ

お

等

公

共

事

白

施

工

に

と

ヘ

な

建

築

指

定

の

方

針

駒
田
不
燃
化
も
大
分
進
展
し
て
い
る
。

開
閉
火
地
域
}

し
が
レ
、
昨
町
の
新
用
途
地
域
的
決

新
用
遠
海
域
に
よ
岳
、
容
積
率
五
O

た
に
よ

p、
高
い
容
積
単
位
設
定
や
漣

。
軒
以
上
の
指
定
一
幸
一
つ
け
た
区
境
お
よ

ベ
イ
率
の
縛
加
が
行
わ
れ
た
た
め
、
再

び
、
警
護
壌
に
お
い
て
、
都
市
防
災

検
出
引
が
必
要
と
な
り
、
市
開
発
課
が
中

上
必
要
な
区
域
に
お
い
て
定
め
る
。
た

少
}
な
っ
て
地
域
指
定
む
ね
D
な
和
レ

だ
し
雨
明
縦
約
JL定
め
る
場
合
は
、
路
掘

を
行
い
、
思
惑
巾
都
市
計
画
審
議
会
の

消
よ
り
墜
行
十
一
日
府
内
ゲ
一
歳
刻
と
す
る
。

協
議
軒
得
て
、
こ
こ
に
指
定
案
か
作
成

{
摺
時
間
山
民
地
域
}

き
れ
綻
覧
ず
る
浅
び
と
な
っ
た
。

紡
火
地
域
の
指
定
ぱ
同
引
が
一
徐
/
¥
高

血
評
定
奨
白
山
吹
昨
日
沼
間

L

九
次
の
と
お
白

閥
均
出
勾
近
隣
総
築
地
撲
室
内
U
仇習指

門
察
の
縦
覧
M

市
街
JM等
、
都
市
街
川
氏
上
芯
間
宮
市
ぼ
域

指
定
安
に
ヲ
い
て
意
見
の
あ
る
方

に
お
い
て
だ
め
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

は
、
続
覧
嬬
問
中
ト
L
審
見
書
を
提
出
し

後

ιも必
警
「
L

よ
り
住
宅
地
、
ヱ
葉
地

て
い
た
だ
き
た
い
。
提
出
苦
れ
た
窓
菟

に
お
い
て
も
積
極
的
に
短
め
る
。

欝
は
、
泉
市
に
お
い
て
内
容
を
十
分
協

i
i
x
i
i
x
i
!
X
i
i
 

議
験
計
レ
、
意
見
出
山
反
映
に
っ
と
り
唱
。
一

門
研
一
火
麗
議
識
と
は
日

ヤ
期
出
向

8
月
沼
田
5
9月
4
日

主
饗
構
造
務
者
約
火
種
法
と
γ
U
K
M
地

門V
四
期
渓
市
健
所
同
開
発
課
〈
四
階
)

外
陸
一
の
関
口
部
で
返
焼
り
お

び
ら
一
な
ど
設
け
て
あ
る
も
の
。

火
災
仁
対
し
で
は
チ
ず
発
防
定
一
防
ぐ
思
削
山
氏
場
墳
と
は
}

こ
と
で
あ
為
が
、
不
悲
仁
し
て
火
誌
が
壁
、
件
、
は
hu、
床
、
、
間
一
摂
が
一
通
常

発
生
し
十
場
合
灯
、
で
き
る
だ
け
初
期
的
火
従
時
の
加
熱
に
、
三
十
分
な
い
レ

γ演
レ
と
め
、
建
議
成
援
が
広
が
る
の
三
時
間
い
構
造
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
な

を
お
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
く
耐
え
瓦
建
築
物
。

す
ば
や
く

な

い

。

③

銑

筋

鉄

骨

コ

ン

タ

D
1ト
治
討

ζ
pレ
+
』
問
皆
で
建
築
物
の
耐
震
L

①
銑
辱
コ
ン
タ
D
1
ト
遊
b

顎
舶
な
ノ
¥
面
々
の
恵
築
物
に
対
し
て

mw
扶
骨
造
り
(
銑
鰐
モ
ん
点
ル
披
問
視
)

室
、
規
模
一
L
r叫
し
た
防
火
、
霊
に
還
義
袋
謀
議
と
は
〕

つ
い
て
戸
設
定
c
f
u
、
さ
6
に
一
個
心
耐
火
還
特
物
以
外
一
山
田
正
副
総
で
、
外

建
捺
物
J

火
均
一
同
発
主
し
ι
じ
均
台
、
火
ぶ
耐
火
描
九
曹
長
駒
山
一
小
川
γ

構
造
建
艶

ザ
が
他
一
い
建
築
制
お
よ
ば

r-い
よ
う
物
。
外
盛
山
開
閉
口
部
一
廷
日
M

U
お
そ
れ

間
域
に
立
あ
韓
国
的
町
規
制
所
持
い
都
の
あ
あ
部
討
に
つ
い
て
一
は
、
防
火
と
ぴ一

市
町
の
防
火
を
歯
る

2
ド
ヨ
の
が
防
火
ら
な
ど
圭
設
け
て
あ
る
も
の
。

地

棋

倒

で

あ

る

。

門

附

出

火

務

嘩

と

は

同

サ
な
わ
ち
、
建
築
物
が
密
輔
L
都
市
銑
網
モ
ル
虫
ん
控
否
、
し
つ
〈
い
塗

えすミさ
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っ
た
。
去
る
六
月
二
十
四
日
狭
心
症
が
、

幻

日

れ

の

発

作

で

春

海

家

接

持

続

H
b〈
践
の
申

さ
れ
た
が
、
一
戸
川
交
え
が
学
長

前
市
長
一
一
戸
川
良
時
雪
中
ん
が
、
去
る
た
い
と
念
願
し
て
い
る
手
前
も
あ
り
り
が
な
い
の
は
片
手
落
ち
と
、
軟
わ
り
続
一
輪
と
い
う
甲
禁
聞
の
あ
る
嫁
ぐ
く
ま
れ
た
平
成
七
夕
ま
つ
わ
初
日
叫
平
塚
苧
グ
ま
つ
り
初
白
必
七
月
五
百

む
月
五
臼
に
武
器
ざ
れ
た
。
心
か
ら
作
家
と
し
て
ゆ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
謹
挙
涼
つ
の
手
始
め
ら
れ
た
の
だ
。
〈
よ
め
〉
合
り
か
え
た
。
仲
人
口
に
の
荒
野
民
間
病
説
で
七
十
九
鵡
む
に
、
平
塚
口
l
h
F
D
1
5
ク
ラ
ブ
が
、

哀
悼
の
窓
ふ
一
翼
ナ
ス
勺
次
第
で
あ
る
。
市
政
の
華
北
と
し
、
市
民
ヰ
訴
の
蕗

J
A
包
に
二
立
月
一
日
の
メ
l
デ
]

D

Y
い
な
く
、
悪
事
警
が
大
吋
筑
波
か
叱
泌
が
一
閉
じ
b
れ
た
の
で
あ
る
。
姉
持
ロ
1
占
2
1ク
ラ
ブ
で
る
ゐ
台

戸
川
さ
ん
h
t
東
川
戸
、
生
ま
れ
、
早
官
ん
に
却
し
た
、
き
め
の
刺
ー
か
い
、
お
に
は
、
赤
旗
を
字
υて
デ
モ
一
廿
誕
の
芋
J
Sも
の
で
あ
る
。
と
こ
一
巧
が
、
ギ
戸
川
さ
ん
収
平
塚
Fこ
よ
な
丈
髭
開
演
ロ
1
虫
』

1
2ブ
プ
か
ら
勉
ら

絡
的
大
学
友
日
宇
部
英
文
学
斜
を
亭
え
内
所
の
ず
み
ず
み
ま
で
股
前
途
一
つ
政
忽
一
聞
に
立
た
れ
た
。
を
し
て
{
勤
労
ヤ
ジ
プ
ル
廃
止
の
世
議
に
政
府
が
民
さ
れ
た
。
加
う
る
ド
ヘ
色
白
な
作
家
れ
た
台
間
援
大
理
右
碑
青
、
こ
こ
に

て
雑
誌
泊
者
と
な
白
、
出
ち
小
説
策
宇
一
完
封
し
た
い
の
が
、
わ
た
し
の
者
白
た
め
に
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
っ
ぴ
り
援
に
な
っ
て
、
離
桝
し
ろ
な
精
神
と
焼
か
な
人
防
長
の
持
主
と
じ
建
弔
問
し
て
、
平
塚
市
観
光
協
会
に
答

計
一
日
間
ド
ヲ
νJMr〈
持

品

山

町

内

諾

討

討

問

問

問

ぷ

間

一

日

韓

議

欝

議

議

欝

韻

語

付

向

山

何

百

十

世

人

一

で

あ

っ

章
一
吉
平
塚
に
移
住
さ
れ
組
員

5
3ら

れ
る
。
市
民
ぐ
る
一
み
の
事
主
義

f
Z闘
機
鰻
守
護
譲
議

U
7
3南東
口
ー
す
i
夕
日
予

て
か
ら
半
世
紀
、
平
塚
つ
子
に
な
五
戸
川
さ
ん
は

4
5直
言

べ

き

で

は

な

い

か

」

と

の

お

考

凡

か

が

数

議

機

議

家

畿

建

議

議

出

口

襲

警

は

じ

J2完
全
員

き

っ

て

お

主

だ

そ

の

閥

、

喜

一

議

長

皇

室

長

、

ら

、

革

新

童

顔

ま

け

の

「

労

働

議

:

ご

議

議

磯

い

;
i
y
f藷
の
方
々
が
、
は
る
ば
る
平
時
監
を

特

許

喜

一

2の
か
た
わ
ら
「
主
事
ふ
さ
い
市
霊
活
の
祭
」
を
食
事
{
く
七
夕
ま
つ
り
ま

;
r議襲
議

畿

ト

j
J
Y譲
議

る

韓

預

ば

れ

て

襲

言

案

立

た

。

持
れ
わ
詰
訂
正
日
U
U
M許
可

Z
P
8
2喜
一
一
一
二
忍
新
ほ
ど
一
夜
欝
苧
訪
問
一
ハ
討
九
三

昭
和
一
一
一
十
年
四
月
、
推
さ
れ
て
市
警
あ
っ
た

ζ;の

よ

く

蓄

を

公

害

虫

色

紘

一

言

議

、

J
J
V
W
町

議

機

午

、

江

戸

著

書

室

長

の

重
に
出
馬
し
、

f撃
戦
の
知
る
と
三
引
き
と
お
も
5
。

室

長

市

開

票

実

態

5
1
L
義

制

ベ

ァ

二

畿

鱗

饗

譲

鴎

た

制

度

を

設

け

た

と

き

、

草

書

究

室
要
一
れ
だ
市
長
就
任
の
第
五
さ
ん
は
「
霊
長
壁
つ

H
B変
H
Aの
乙

だ

わ

J
v
g均
ゐ
J

麟

襲

撃

宕

口

で

る

言

語

」

3

一
苦
し
て
お
た
く
し
は
霊
長
り
む
と
で
お

HF一速
さ
」

E
Dも
な
ぐ
競
輪
存
続
に
く
ら
が
き
議
ぺ
翠

iyJiMYJ畿
欝

懇

話

25ζ
ろ
か
ら
、
私
室

長

5
5、

な
b
た
い
て
、
号
室
長
を
叶
呂
田
市
守
口
れ
れ
た
ζ

れ
は
「
敬
語
成
長
」
九
一
一
一
十
鳥
取
れ
-

J

議

畿

鶴

撃

で

の

婁

Eま
よ
す
が
主
な
れ

と
も
怒
っ
て
い
な
い
京

2
5
2
E
Eハ
雲
署
殺

2
2
2
れ

袋

三

¥

デ

騒

騒

饗

一

:
3
2
3宿

泊岳山同九七円し討し
C
M
I
G
-

詰ト
h

目
立
語
、
議
一
三
畿
離
コ
寄
り

ν

一位以群

れ
る
よ
ろ
な
、
壬
ん
な
市
長
に
な
り
ま
た
、
率
重
ふ
棄
白
お
祭
「
戦
間
一
一
都
市
に
、
政
務
文
芸
品
機

J
N
J
J
J卒

、
¥
令
嬢
鱗
麟
繍
却
蹄
あ
る
道
援
は
、
恐
ら
く
こ
れ
以
主

安
一
心
持
、
必
襲
警
E
g
g
-

滋
綴
綴
機
縁
談
灘
勢
線
融
、
伊
泊
な
い
の
で
一
位
h
J
る
ま
い
か
。

恥

Z
F襲撃
議

議

襲

警

大

策

と

の

言

問

寺

市

民

主

は

ど
と
、
そ
ん
な
常
時
間
な
、
い
や
、
仲
て
、
話
や
b
も円以さ
A
慕
わ
れ
て
い
巴
め
、

ζζを通る全
冨
の
ド
ラ
イ

人
と
し
て
は
銅
賞
任
古
ζ
と
を
一
一
品
わ
た
り
で
あ
る
J
一
七
白
戸
川
声
γ
ん
が
亡
パ
ー
の
包
を
ひ
き
、
文
化
都
市
平
塚

な
い
で
」
と
い
う
如
何
輪
島
芳
請
い
、
ぐ
な
ら
れ
た
ζ
と
は
、
暗
市
民
仁
一
幻
雪
印
象
づ
け
る
ζ
と
で
る

A
J

う。

今
で
も
有
毛
な
語
り
謹
?
と
な
っ
て
い
を
失
っ
た
と
い
う
一
お
も
い
が
じ
て
吾
私
弘
、
と
由
ょ
っ
な
江
沼
町
た
砕
h
f

る

。

巴

と

に

琳

し

い

殴

り

で

あ

る

。

R
Uぎ
己
れ
た
謁
ロ
1
占

5
1
2
7プ

一円
M

川戸
γ
ん
は
保
守
、
革
新
白
山
加
な
×
×
に
探
訪
し
、
あ
ゐ
せ
で
こ
の
道
檎
が

ξ
親
し
ま
れ
、
信
頼
ぎ
れ
て
、
円
裕
平
塚
市
の
西
側
刷
、
大
織
と
境
を
接
接
と
な
b
、
自
由
一
岡
市
民
の
友
交
親

な
市
散
の
実
説
が
は
か
争
れ
た
む
は
ず
る
留
道
一
号
痕
七
つ
恩
返
路
の
交
替
が
い
よ
い
よ
深
ま
争
ん
ζ
と
を
祈

人
徳
と
い
ヨ
ベ
主
で
あ
る
つ
。
設
す
る
一
一
一
角
地
に
「
従
景
説
表
師
念
し
て
や
ま
な
い
。

最
近
位
、
自
宅
で
療
養
時
間
ち
で
あ
道
平
按
宿
」
と
刻
ま
れ
た
炎
じ
い
碑
〈
昭
和
田
九
*
八
-
一
〉

ず戸弘和e

S刃256市立軟式庭球場

8 Jl256太洋中学校

望月昌自民$1"台体育館

9Jll日、 8日スボ--CJ[広場

5月25日伊勢原射察揚

8 Jl25目、 9Jll臼、自白桃浜庭球場

く〉軟式纏球

o窓手

く〉パトミミントン

。サッカ-
C射緩

やテニス

o軟式野滋 8月25日、 2月比日スボ-YIA:湧
く〉麗上競貌 g月 1日湖南海障公鼠

。パスケット 吉月 1臼、 S目見附色体育館、江協中

く〉ソフトポーjレ 9月 1段、 8日平議、平島、春日野中

o自 転 車君月18日平塚務職場

o水 路 8月25臼湘南海岸公関プ…ノレ

百月 1
9 Jll自毘此「合主主濁湯

草月 8巴見附合体す戦宮

"
で
埠
議
総

品
川
円レパ

翻

察

車

〈V
〈V
A
V

〈〉

畠 F守@わが家~j緩長襲撃霊童霊

毎月第1/1¥嬢 10持30分日12降

毎週金緩日

争奪事らしの教皇室議E革令
E龍源問題と提唱費者1申込み置電在王、はがきでセユノターまで

毎週火盟国、午後1持30分から 3時 3C分まで。 o期間9月
日〈火)"""'9月24T1(')(コく〉内容・金占訟のムCY'
う宮家盗用品の中で e ゴミへの挑戦

争事索)11嬢主事務j誇資金活センター TEL22・4093

どなをもお気線1:::'..どttたもお銃撃運に

午前の部

午後の務



が
、
メ
ー
刀
1
へ
照
告
し
た
と
乙
ろ
の
に
取
り
替
え
て
い
ま
す
。

ζ
の
製

「

ζ

の
阜
乳
は
、
長
期
保
存
可
能
・
お
に
つ
い
て
は
、
発
売
緩
ま
も
な
い

雲
臨
時
野
五

zrタ
レ
l
ズ
に
ま
な
の
司
で
、
震
が
お
く
れ
て
し

情
的
的
関
岡
山
間
副
長

1
調
間
近
市
桜
し
だ
し
た
も
の
で
、
忽
読
ま
い
申
し
訳
あ
P
ま
泊
予
告
主
に

や
説
留
を
戯
曲
単
に
行
っ
て
い
る
の
と
の
屈
辱
で
し
た
ー

臨

時

入

主

訴

、

と

の

輸

相

む

牛

製

滋

年

月

日

が

乳

を

醐

隅

す

八

ず

る

昭

和

路

十

九

平

時

は

十

分

に

制

時

二

月

一

一

十

一

造

年

月

日

と

晶

昨

日

に

な

っ

て

お

管

状

務

自

主

縫

か

わ
J

、
製
造
棲
五
か
月
も
た
つ
て
い
る
で
必
内
蔵
庫
に
保
管
レ
て
台
け
ほ
、
製
め
て
く
だ
さ
い
よ
ま
た
、
開
封
M

慨は

が
、
品
費
は
大
震
天
で
す
か
。
造
後
二
か
月
耗
度
な
ら
品
質
討
に
は
比
乳
が
外
気
に
触
れ
、
腐
り
や
す
く

と
の
奮
を
謁
李
レ
心
記
な
い
し
、
置
に
ワ
い
て
も
裂
な
一

78で
、
重
牛
乳
と
豪
語

<>司討議毛E話税く〉普著書苦ミ手数料く>~;主要雪量在宅詰<>~富良鰭療保総務

。住宅夜F話料く〉軽自動車税<>公災下水道使潟草寺く>~盟主主年金

月白 A
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艶ぞろいしたおチームのデピツ子選手たち。真。罪悪[こ尽焼けした聖書には、鱒惑と不安が入自室長1ユ"て複雑な背梼をみせていた

八
月
一
一
首
か
、
片
付
わ
れ
た
第
↓
一
回
平
野
中
市
少
町
野
球
大
会
は

w

で
慌
蒙
る
チ
ピ
ッ
子
町
主
己
ま
ざ
ま
。

今
日
ま
む
の
四
日
間
、
調
資
説
場
夜
中
山
に
、
七
つ
の
会
場
で
そ
路
震
君
(
ス
カ
ノ
今
1
ク
)
が
選
手
宣
護
。

熱
戦
が
く
市
広
げ
ら
一
れ
手
レ
ム
た

ζ
と
し
は
、
小
山
一
学
生
阿
部
ぜ
お
と
し
云
し
た
。
試
4
u
は
ど
ζ
も
白
熱
戦
史
展
開
。
お
父
き
ん
や

あ
わ
せ
て
八
一
一
十
六
チ
ー
ム
が
者
加
。
逮
自
の
暑
い
日
品
到
し
の
中
で
…
お
母
さ
ん
の
声
援
で
一
頭
議
る
チ
ピ
ッ
子
。
一
一
宮
出
世
し
て
し
ょ
げ
か

汗
と
認
に
ま
み
れ
な
が
ら
、
チ
ピ
ッ
子
た
ち
の
活
壌
が
展
開
さ
れ
問
え
る
チ
ピ
ッ
子
。
で
も
、
勝
っ
て
も
負
け
て
も
笑
顔
だ
け
は
拙
帽
子
一
五

手
U

た
よ
一
百
一
の
午
前
九
時
令
官
始
め
ら
野
望
式
に
は
、
伸
一
な
い
チ
ピ
ッ
子
た
ち
白
筋
毛
糸
、
真
夏
の
露
の
下
で
、

E

警
告
転
車
に
疑
っ
て
警
る
チ
ピ
ぷ
で
お
院
し
さ
ん
白
湿
転
向
か
言
わ
や
か
に
怠
づ
い
て
安
芸
ノ
で
す
J

試合が終わって「晶担がとうJの晶いさつも古わやか

掃
議
機
支
持
易
に
掃
除
T
る
ζ

と

が
で
き
ま
す
。

醐

マ

開

閉

の

当

る

刷

岱

L
H
口
よ
け
力
l
-
T…
 

種

ジ

、

ブ

ラ

イ

ン

ド

な

ど

そ

取

り

付

〈
ん
l
ム
ク
ー
ラ
ー
白
上
手
な
使
け
て
草
炭
需
の
垣
入
を
さ
r

え
き
る

い
方
V

ζ

と
に
L
宮
、
治
居
効
巣
白
輯
殺

マ
私
達
お
俊
民
に
遁
じ
た
室
内
混
が
か
な
り
妨
げ
ま
す
。

度
以
日
出
度

i
m度
、
ま
た
舟
何
度
は
寸
冷
風
の
吹
出
口
の
近
く
に
平
気

話
相
前

1
百
軒
が
適
当
「
で
す
。
の
流
れ
を
肪
げ
る
も
の
ー
が
置
く
と

マ
冷
房
機
の
フ
ィ
ル
占
1
は一

i
持
風
の
流
れ
が
ム
ラ
に
な
り
平
均

二
遊
間
む
と
に
掃
除
し
ま
し
ょ
に
冷
え
ま
せ
ん
。

う
。
フ
ィ
ん
h
F
I
が
朽
れ
る
と
空
電
気
に
つ
い
て
の
栢
談
品
哀
民

気
の
通
り
が
謹
〈
な
b
効
滋
が
儲
響
力
平
塚
箆
弟
所
へ
と
フ
判
官
。

下
し
ま
す
9
7
ィ
ん
主
ー
は
震
直
同

事Ji害額ぺ事自 ; 喜朗?沼 w鵠務 j 襲用諮問語審関

eスターピーとチャワートシャ…ロットの潜む物いスターピーの大震険

信像の大陸 j。アルプスは扱く トキングコングの逆襲霊

e燃えよウルトラ S兄弟がんばれずャタラー ド繁子怪獣デンツラー
②
 

前

〉

献

活

汰

(
扮
山
率
一
肌

沼

閉

山

?

ー

l

到

間

引

制

薄

い

長

分

場

所

龍
Mm

犯

の

観

畑

出

場

i
一
町
駅
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A

V

A
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A

妙

スカラ緩 午前1鱗~午後5時 (2潤上瞬〉
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市
教
室
吉
岡
参
菱
自
同
一
君
、

vu歯
な
と
の
翠
震
由
選
に
対
処
γυ
、
晶
表
裏
保
健
の
進
展
安
ほ
か
る

た
め
、
保
健
指
導
詔
で
の
対
策
由
一
つ
と
し
1
児
証
県
立
徒
の
調
の
緒
牛
に
関
す
る
「
よ
い
惑
の
伊
文
コ
ジ
ク
ー
ル
」
を

募
揮
し
た
。
こ
の
ほ
ど
そ
の
結
果
が
ね
か
b
、
入
選
作
品
が
箔
表
お
れ
た
。
優
秀
惜
品
は
城
島
小
学
校
二
年
の
安
部
よ

し
人
〈
ん
ら
べ
へ
が
漫
芯
れ
た
。
崎
秀
作
品
心
ケ
か
か
ら
二
ペ
だ
け
こ
C
に
紹
介
命
し
よ
う
。

蹴
、
ス
ポ

i
y、
レ
ク

y
f
y
翠

己

れ

ζ
間
引
き
管
c
駄
に
は
平
攻

シ
な
ど
に
隠
す
お
事
業
在
行
っ
て
い
勉
区
の
留
学
生
と
白
交
歓
A
宗
一
行
う

予
定
。
モ
白
他
乙
れ
か
ら
の
事
業
計

F
4警
裟
一
議
は
、
青
世
話

開
閉
務
以
来
今
年
で
一
四
年
め
、

ζ
の

聞

γ次
白
と
お
り

憩
い
白
携
で
あ
臣
、
青
少
年
一
が
静
か

簡
の
制
用
者
も
五
十
万
人
を
数
え
マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ス

-m月
2

難
解
鱒
勝
灘
拶
の
宇
品
た
。
五
一
昨
度
決
白
岩
i世
界
ii向
け
日
j

欝
醐
醐
磯
鐙
轍
態
時
伽
札
て
外
調
の
青
年
サ
ー
ク
ル
と
由
交
マ
茎
一
目
コ
ー
ス

-m月
8
日
3

腸

縮

瞳

翻

鱒

輯

醗

礎

撞

法

塚

し

騨
鐘
畿
簿
一
…
…
品
購
欄
織
的
ぷ
頼
関
関
牽

罷

華

麗

轟

轟

轄

な

ν
ボ

額
欝
嬢
醐
醐
欝
畿
日
日
肘
抑
続
五
色
通
じ
て
「
真
の
人
間
性
の
籍
中
鷺
唱
コ
ー
ス
・
日
月
1
臼
7

響
額
鶴
常
駒
田
三
諌
惑
に
と
り
怒
ん
で
い
る
。
マ
ダ
ン
ス
コ
ー
ス

-u・
6
B
i

瀦
喝
鶴
湾
磯
噛
喝
(
と
の
町
出
足
に
伏
西
ド
イ
ツ
が
』
り
宥
母
マ
フ
ん
1
ト
コ
ー
ス
・
口
汚
7
日
ー

に
呂
分
を
ふ
っ
そ
富
蓄
を
す
ク
ん
が
来
館
し
、
マ
蕊
埠
コ
ー
ス
・

務
誼
約
に
活
用
す
る
ζ
と
が
で
を
る

施
設
。
嵩
擦
に
は
救
聾
文
化
や
越



苧
が
茸
韓
は
が
曹
の
お
す
す
め

よ
九
ず
で
き
あ

い
で
一
樹
に
合
わ
せ

Z
A
偽

る
の
か
じ
の
な
る
で
て

の
風
瀬
古
す
が
、

宇

レ

い

暮

ら

し

の

仏

中
に
も
、
努
め

τ

宇
岩
h
u
D
時
を
持
会
込
む

4
2
L心
を
ボ
ケ
ァ
ト
に
入
一
れ
て
お
け
ば
1

い
す
。

が
け
る
白
も
生
活
白
知
恵
で
す
。
つ
ど
ζ

で
も
絵
は
が
き
が
館
守
也
絵
と
い
予
も
の
は
、
そ
白
人
の
位

潜
謡
曲
白
普
及
で
た
い
て
い
の
用
事
わ
け
で
、
旅
先
な
ど
で
ス
ケ
ッ
ず
レ
培
が
よ
〈
で
る
も
由
で
す
か
ら
、
好

は
す
ま
せ
ゐ
世
の
中
で
す
が
、
用
事
て
「
時
露
国
か
ら
み
た
家
殺
と
で
き
な
よ
つ
に
怒
り
ば
γ

十
人
十
色
で
、

の
な
い
手
紙
と
い
う
の
は
な
か
な
か
も
欝
き
号
凡
れ
は
、
立
爽
な
絵
れ
が
既
成
り
桂
は
が
吉
と
は
比
較
L
な
ぶ

書
き
に
ミ
い
も
の
。
既
日
笹
口
ぶ
さ
た
脅
か
で
き
l
rり
ま
す
。
な
い
緯
口
聞
が
で
き
る
も
の
で
す
。

も
古
く
さ
い
し
、
さ
て
、
問
r
醤
こ

ζ

う
す
れ
ば
、
拝
嵩
む
i

ぶ
さ
た
な

う一かし仁干考える

εつ
い
お
っ
く
う
に

F
F完
封
切
』
り
な
文
句
J
d
一相苧宇
v
つ
ん

家庭にわ品ガを封書裂に、結棲健康

診断と血圧m邸主金行なっている。お

近くの金持Jでお受サください5

語講時間 百時30分 -11時3日分まで。

ただし混同日の品場;ま14時-]Al勝。
8月 16日 たつみや菓子庄

出妙安寺

(/19臼 陣地区町内会館

民主霊平幼経磁

t-- 208 花水台母子寮

*花京会館

光円寺、京公E丑住宅

あみだ寺 出花万く公民館

専門窓会ピノレ

同崇蓋公民館

初めて妊怨された方のために、妊

娠・出産青沼に対しての不安をな

くし、自信がもてるようにと極通月

曜日母務教室を君主爾しました。

欝望月の日程

9fJ2日 妊娠'D生態。衛生、虹様

中の栄翠

ク 9月 分娩の経過とE歪揮期の主E
王壁、入段のま軍備。鰐神予

初段無痛分娩

沙 17日 話、ちゃんの衣類、新主三沼

σ子扱い方

。 24日 赤ちゃんの育て方、家族
言十@1

市低JJiB会讃主芸

午後I時30分-4時まで

母子縫鹿手橋、筆

タ 218
..p 22沼

(/ 23臼

な

っ

て

主

ふ

い

ま

す

。

ぎ

ρ古
一
せ
る
ζι
介
事
あ
り
ま
せ
ん
。

と
P
レ
た
人
伝
岬
す
す
め
し
た
い
た
主
え
は
又
吉
は
天
気
が
よ
か

の
が
絵
は
が
告
で
す
。
デ
パ
ー
ト
の
っ
た
あ
で
八
時
に
宿
を
で
た
。
朝
臼

葉
県
南
璽
一
拾
に
き
ば
認
に
ま
め
く
錦
議
長
い
て
も
競

百
五
十
阿
部
品
開
で
は
が
き
大
の
「
ポ
れ
去
っ
た
回
暗
号
ご
と
ぜ
も
欝
事
モ

ス
ト
カ
1
ど
と
時
ば
れ
る
ス
ケ
y

え
ね
ば
~
絵
も
キ
干
に
急
え
ま
す
a

チ
プ
ァ
事
施
っ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
絵
は
重
だ
と
い
う
人
互
い
が
、

曹
は
、
な
4

事
レ
う

ま
い
絵
よ
り
も
な

しA
J

検
部
な
ほ
ヨ

が
見
る
人
白
心

を
打
つ
も
の
で

額時間・ 13時30分時まで。ただ

し民間の会場I心4時'~15待。

調i盟鱈臼毒霊

{8月3
27日花水公民館平塚市民病院

28日神間公民館八幡公廷鐙

出城島公民館

29B 中原公民館金自公民主宰

京眠時公民館

[9月1
日花J!(公民籍軍滋市E読寿院

18臼 神 田 公 民 館 八 幡 公 民 館

出揖罵公民館

19B 中原公民館

5 自主主車体に

寧さん (25)と

満子さんて25コ合長男。王需をE8か

月で身長70宇、誌重量2・3九G

英樹くんは淀きょうかよ〈、取

材にいった我々を笑聞で迎えてく

れた。女手なものはトマトと大き

なマ¥)0モれにノむ《の鉱:み終った

ど~ノレピYでよ民主ぷとと。 48年 12fJ

15日生。ノヤペゴ七海道、ママは鹿

児島出身で、珍しいζ とに荷窺と

も生時月日が!司l;で24年 1月29日
だそうだ。

花 7く公民昨1平在京市民訴勾

'" 25日 神田氏民館八幡公民説室
、足"小E号館

#' 26日 中原公民館 金居公民宣言

。 27日 誌 松 原 号 館 横 内 毘地

集会場大野公民館

J-28日 鴻公民俗t 民ゴ二沢農協

須賀:;~f_己

"'3{)日 平主主保界百箆巴公民

館 *2ffi公民館

王朝定尽〉

10月 1自 才Lづく公民棺 平塚市度予考

院

<t 2日神田公民館八幡品畏縮

民主吉村玉、E支持E

'" 3毘中原公民館金呂公民愛宮
》災前崎公民館

t 4自 民松長託公民館構内毘地

繋会場ブミ野公民館

'" 5日 1直公民対 同こと沢農協
須窓会→民月官

ク 7日平塚保弓r 民笠Efl公民

民生:印公民館

然霊童所へのE撃はζ遼長重を

平聾結討建所は忠一車場があのません

ーと利用ごを

。串込み 申込みをする時には、印鑑と挙式

担金 ζ2050f弓~280(円〉がE 葺ぎです。

型付は 5 ヵ月前11' ら10EH~íJまで行つてな、ま
。所喜害時間 挙式、写真撮影、披露主主で 2時間

30分以内です。 c単 式30分、写真撮影

30分、披露盤1時 閣30分〉
。披露喜怒軒潔士宮Y丘一の食堂でも受付ている

から挙式の10日前までに申込んでくださ

い。

m民センターには 産主事務がないので、滋

きま撃でのと来線はと主主襲撃ください。

務懇権援をまン

i霊



思
均
五
出
ス
点
!
の
伊
一
見
出
葬
祭
を
符
っ
て

い
る
。

智
内
容
腐
る
い
選
挙
を
お
し
す
す

め
る
ζ
と
号
表
わ
す
も
の

マ
ャ
心
募
資
格
小
島
?
校
児
ヰ
考
中
学

校
、
高
等
学
校
白
生
徒
三
人
一
点

自
作
の
も
の
に
限
る
)

募
集
期
限
五
十
司
訟
で

マ
規
諮
色
影
は
呂
田
、
大
会
お
じ
窃

議十時
1
t突
出
審
問
題

一
一
入
閣
若
手
銅
製
し
て

お
担
、
地
売
の
人
ほ
少
な
ぐ
勉
め
地

裁
の
λ
M
V多
い
よ
ー
フ
で
す
が
、
湯
河

を
府
間
絡
し
て
い
た
だ
章
人
留
で
き
る

よ
う
仁
し
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
幾

家
が
多
い
の
で
離
脱
繁
一
期
に
は
必
ら
ず

入
麟
出
来
る
よ
う
摩
滋
を
お
願

7ρレ

ま
す
。な

お
、
入
摺
斜
の
停
に
つ
い
て
金

額
一
は
も
っ
と
安
く
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ハ
上
吉
野
間
一
郎
事
ん
)

地可
γ

山町世ーあり久閑閑

州

-x却問
J

か
ら
円
山
内
J
X
M
W汚
以
内

d

wv
応
募
し
お
注
意
①
ト
作
品
ゃ
っ

b

右
予
に
県
名
、
学
校
名
、
学
時
、
民

名
(
ふ
り
が
な
)
、
併
問
別
を
記
ス
す

る
こ
と
③
応
雰
作
品
は
か
J
4
ボ
な

い
∞
ハ
ム
総
選
準
、
羽
町
選
一
一
挙
の
襟

詰
は
つ
か
わ
な
い

マ
申
込
先
平
塚
市
選
挙
脅
潔
安
世
間

会
事
務
局
へ
。

繭
翻
視
覚
凝
血
著
者
の
た
め

醤
揺
会
で
は

…
協
力
で
留
品
一
一
点

明
明
党
陣
密
者
の

希
望
芯
応
じ
て
、
直
寝
京
を
読
ん
で

く
た
さ
る
万
を
霧
蒸
し
て
い
る
。
読

ん
で
い
た
だ
け
る
方
は
、
自
局
泌
日

ま
で
に
議
景
品
日
〈
代
表
福
島
鈴
浅

間
同
町
孔
4
1
4
T
E
L
幻
・
凶

六
一
八
〉
へ
む
連
絡
役
。

藤
沢
尚
等
職
業
部
議
校

ほ
、
昭
和
暗
雲
氏
後
期

経
理
斜
前
線
症
が
ー
葬
議
し
て
い
る
。

マ
定
員
犯
人

す
教
科
白
内
容
額
式
簿
記
に
よ
る

お
一
同
か
ら
財
務
諸
表
の
作
成
ま
で
の

知
泳
、
技
術
の
荷
#
空
語
禁
法
記
e

一
ム
幾
謂
記
・
問
問
市
山
計
算
。
会
計
学
舎

税
務
会
計
・
珠
算
・
会
計
機
操
作
唱

に
よ
っ
て
行
な
5
。

マ
叩
出
潤
六
か
月

w
q
締
切
D

9
月
訪
日
ま
で

な
お
、
葬
換
に
樋
ず
る
詳
U
い
む

と
は
藤
沢
紙
業
部
幹
校
(
電
O
一回
T
一ハ

ムハ
a

刊ω
・
二
回
二
五
〉
か
平
塚
長
持

職
業
安
定
所
へ
。

か
し
〕
九
万
八
日
突
行
者
美
一
閣
で
一
概
く
。

C
れ
は
、
市
民
自
み
な
「
え
が
河

か
揮
潔
な
も
の
ぞ
持
ち
よ
っ
て
売
る

ζ
と
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
売
る
も

の
が
な
い
人
は
、
読
み
終
っ
た
雑
誌

す
も
結
構
。
白
り
分
の
品
物
を
、
自
分

の
つ
け
や
九
日
制
段
で
、
自
分
白
お
の
で

必
v
q
。
要
す
る
に
、
背
の
「
市
い
の

人口総数

在主帯グ

市場活積

前月比七生帯f曽
4砂 ノ1ロ1曽

市街地 n， 606人 (2仏

大野 45，558人(11， 517 
量豊田 4，702人( 911 
神E8 17， 516人(4，612 .. ) 
城島 273人( 033") 
跨蝿 4，643入く 158" ) 
金E8 人(1，602"')，
1混 16，835人(4，59自 .. 

:b沢 4，925人 C1.124 O' ) 

金侵 10，015人 (3，475 ) 

ζ49. H耳控

185，800人
51，0091世帯

57. 88kn手
168役帯

三
百
申
鼠
ハ
ム
函
館
で
行
わ
れ
る
。

ど
な
た
で
も
受
認
で
え
る
白
で
ど
コ

ぞ。マ
日
時
守

8月刊
ω弓
午
前
日
i一η時

習
場
所
a

中
一
京
公
民
的

マ
テ
ー
マ
物
品
悩
レ
と
写
く
ら
し

緩

み

ん

な

の

鈎

援

が
、
円
」
承
知
り
と
お
り
盆
胃
箇
は
地

議
む
人
の
た
め
の
幸
つ
で
も
あ
百
ま
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
お
白
、
な
お
か
の
曲
目
躍
割
分
を
市
が
独
自
で
一
媛
助
レ
、

す

が

、

閉

山

田

余

慌

の

も

自

で

も

あ

邑

つ

、

持

機

児

童

が

吉

沢

白

場

合

は

十

氾

童

福

祉

に

蚕

が
υて
い
る
の
が
謁

呂
々
蝉
背
に
欠
け
る
泥
遥

ω保
護

、

}

品

名

詞

b
、
逐
次
入
額
措
置
↑
在
し
て
状
で
す
。
さ
ら
に
出
あ
樺
育
料
は
保

護

再

刊

施

設

と

て

種

々

総

合

的

な

い

る

の

が

実

情

で

二

時

託

旧

翌

年

一

線

上

げ

レ

て

い

ま

す

が

、

本

市

に

援

基

準

に

昔

、

入

閣

重

苦

し

受

け

入

れ

が

現

在

の

と

乙

ろ

震

で

お

い

て

一

代

数

年

来

票

率

持

し

、

て

い

る

わ

け

で

す

。

し

た

が

い

手

レ

す

。

値

上

げ

が

1

実
務
レ
て
い
ま
せ
ん
。
と

て
仇
遜
瞬
間
、
逸
話
蜘
の
範
厨
は
十
分
考
育
む
件
で
す
が
、
資
決
保
持
同
前
明
石
飽
楳
首
都
白
鍍
ず
げ
に
つ
い
て
は
、
う
か
以
上
白
点
で
ご
理
解
、
岳
協
力

じ
て
い
ま
す
。
白
魁
と
同
じ
く
、
現
在
の
と
こ
A
辱
簡
で
示
す
担
腎
棋
(
最
係
基
準
〉
ょ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

紫
、
幾
総
務
L
お
守
る
一
時
保
簡
を
通
じ
ず
常
時
時
時
間
宮
る
児
帯
唱
で
目
、
京
市
以
引
き
示
げ
て
お
b
、

そ

す

。

〈

間

見

麓

課

)

よ
吉
つ
な
き
。
ふ
る
っ
ザ
参
加
を
。

門町内容〕

一
品
購
盟
関
が
一
一
一
盛
穴
務
持
説

市
教
膏
子
だ
、
気
の
き
か
な
い
京
ん
や
hu

研
究
荒
川
し
た
手
だ
、
と
い
う
ふ
フ
に
考
凡

ず
が
、
ら
わ
川
て
い
た
子
よ
も
自
由
民
突

出
唱
江
田
し
か
議
ベ
ま
せ
ん
、
五
殺
に
は
向
井
が
よ
ぐ
闘
え
な
い
た
め
に
、

な
る
女
の
子
で
一
す
か
警
が
は
っ
問
題
歌
お
こ
し
て
い
る
骨
ど
ち
も

さ
り
し
ま
せ
ん
。
な
ど
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
。

℃
ど
ば
内
諾
遥
の
画
一
帯
の
問
題
を
①
知
描
お
円
邦
通
mu返
れ
か
ら
こ

蒋

に

し

ま

す

。

と

ば

の

障

害

を

お

ζ
し
て
い
る
議

そ
乙
で
尿
函
一
札
な
る
と
問
団
わ
れ
合
。

議
L
2
い
て
い
く
つ
か
あ
げ
て
知
能
的
発
雲
遅

-Rば、
7

W4ま
ず
。
町
一
二
二
一
一
二
子
ぐ
こ
と
ほ
の
不
自
由
が

①
性
格
的
丘
一
一
関
婚
の
吃
/
一
叉

d
お
こ
る
と
h
t
つ
ふ
フ
~L

E
E
tほ
の

警

搾

V
字
込
ヲ
ん
が
ら
て
ず
か
、
そ

を
お
こ
し
て
い
お
雲
一
戸
語
ん
な
に
ひ
と
く
な
い
溺

神
経
質
な
子
、
社
会
一
一
4
p
l
A

ザ
引
告
に
は
、
話
む
な
か
み

佐

一

円

重

量

ぞ

い

郡

長

ハ

凶

や

二

言

γ

青
山
滋
と

る
子
な
E
単
に
そ
れ
だ

=Tき
ま
し
て
、
ほ
と
ん
ど
H
常

け
の
閉
廷
に
と
戸
歪
ら
な
い
で
、
生
活
r
L
さ
し
っ
か
え
な
い
翠
た

そ
の
川
市
川
山
間
扇
町
(
同
時
に
指
い
て
話
せ
る
子
と
、
そ
5
で
な
い
子
と

い
る
。
そ
れ
伏
期
制
か
ら
受
け
る
震
が
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
知
能
の

情
の
歪
や
か
た
ま
、
欲
求
不
霊
と
や
っ
警
の
ほ
か
に
、
か

織
な

rm間
魁
殺
ず
と
も
が
も
ち
ら
だ
白
欠
路
、
生
h
て
混
在
ふ
仇
で

ま
す
と
、
子
ど
も
が
気
持
ち
白
土
白
乙
と
ば
の
学
習
過
程
、
聴
カ
な

で
居
間
間
に
な
じ
む

ιと
が
か
ず
か
ど
の
英
作
と
か
ら
4
合
わ
せ
fも

し
ζ
な
っ
て
、
発
ね
を
お
か
し
ミ
踏
合
的
に
知
能
向
発
遠
山
長
れ
と

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
う
ζ
と
殺
4
7
Jえて、

ιと
ば
り

②
耳
の
湾
さ
の
程
度
や
性
憾
に
不
同
由
内
原
簡
と
の
つ
な
が
り
を

よ
っ
て
、

ζ

と
ば
の
障
議
ぞ
お
に
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必
委
で

し

で

い

あ

潟

合

。

す

。

耳
の
関
一
λ
の
患
い
子
は
、
案
外
⑫
教
育
研
究
所
主
は
、
お
か
受
口

見
の
が
さ
れ
て
い
る
に
F
が
多
い
ん
が
子
位
校
宵
て
る
上
宅
い
ろ
い

よ
っ
で
ず
。
消
極
的
な
ヂ
だ
、
お
豆
腐
っ
た
こ
と
の
相
誠
九
円
受
り
て

と
な
し
い
子
戸
ミ
駒
作
の
の
ろ
い
い
ま
す
。
(
出
)
i
i
一一一一五

υ った。よって5JJ治苦手年郷王室に於て

金融業を始めたとCろ、鋳入れ字詰守

護者が殺到したという。灘存望開ず

によると皆務者ば相奈JI際 金 県 下

におよんでいたようである。

ζ の金高安部門の翼任者つま!J繁

華買が陣i族の露木幸勘である。事草書

は安政元年2月に生まれているか

ら卯三郎よ~12歳の年下で、才然

あふれた蔀』き者であったというが

構務の取臼立てが離重量で宅事故し殺

かったため、しばしば怨みを買っ

たようで品る。しかし主人のgP5三
郎からは企画的な信頼者5け混在記

広島署係ば極めて筋接であった。

00治17年 5月、童書木卯三郎はる

露yfJ

早塚市以前に蛾神社が銭醸し

その神域に、療支毅(11宮2-1219)

ゆかfつの出社と伝える三三面大荒神

社がある。

吋?下年この神社へ塁手苦言したとき

した。綴私

F鐙幸神社j

窃治認可'o年
記の他には:文字は芸員っていなかっ

た。が、 亘書D別式露木卯三郎 08

43-84)露宰は露木幸霊力 0854-

8のであることは明瞭である。患

うに、露木家に仕えていた入ii'城
所出身者であって、事件ののち帰

郷し、ここに合犯したもののよう

に懇畿できる。

露 木DU三副目立問綾郡一色村〈ごZ

宮iBJ-古車〉の素封家平七の三三鍔と

護軍巡回陸軍聾 .8月臼 Czl()神会県合同庁舎/

238 (金〉市役所/25日て臼コ花水公E号館、花

木会館亡10持~12持コ、消防第 2分団岳部、 E高

松自動車検至霊場c1

-一一ー司<>

ゃく〉ご協元島哲がとう、ございました0<>
横棋ゴム906本、重富土三件弐ンエ三堤38京、松原娘三E

自治会>48本

ν、
〈ぼくもなく接援を飛び出し、露

招模E霊g日三郎と称し

て江戸主宰Jiiトニ到国米関饗を弱者、先

活躍をした結黒、僚か分限者とな
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